
◆主　催／ (公財)ふくやま芸術文化振興財団 福山城博物館　　◆協　力／福山市歴史資料室・水野勝成公報恩会
◆後　援／ 福山文化連盟・福山市文化財協会・NHK広島放送局・中国放送・広島テレビ・広島ホームテレビ・テレビ新広島
 広島エフエム放送・エフエムふくやま・尾道エフエム放送・福山城博物館友の会

福山城博物館 1～3階展示室 [入館料] 一　　　般／500円(400円) 
 高校生以下／無料
 (　)内は20名以上の団体料金

月曜日休館　ただし9月19日(月・祝)・10月10日(月・祝)開館　9月20日(火)・10月11日(火)休館

2016年
(平成28年) 9月17日(土)～11月13日(日)
[開館時間]9時～17時(入館は16時30分まで)　

福山市市制施行100周年記念事業・福山城博物館開館50周年記念事業福山市市制施行100周年記念事業・福山城博物館開館50周年記念事業
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水野勝成画像 県重文 福山・賢忠寺蔵（9月17日～9月25日までの展示・残りの期間は複製）

水野家家紋 （丸に抱沢瀉）

上から
織田信長像（部分） 兵庫県立歴史博物館蔵
（9月17日～10月10日までの展示・残りの期間は写真パネル)
豊臣秀吉画像（部分） 京都・誓願寺蔵
東照大権現像(部分） 伝狩野養信筆 静岡・久能山東照宮博物館蔵

関ヶ原合戦図屏風（部分） 鳥取・渡辺美術館蔵



〒720-0061 福山市丸之内1丁目8番
TEL.（084）922-2117
FAX.（084）922-2126

E-mail: castle@city.fukuyama.hiroshima.jp

P

P
P 登口

登口登口

登口

福山城博物館

福寿会館

福山城公園

鏡櫓文書館

至岡山至広島
JR福山駅

ふくやま
美術館

ふくやま文学館
福山市人権平和資料館

広島県立
歴史博物館

（バス専用）

←

↓

←→

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fukuyamajo/

（公財）ふくやま芸術文化振興財団

　水野勝成は徳川家康の従兄弟として三河国に生まれ、父に従い武田攻め等で武功をあげますが小
牧長久手の戦いで父の怒りを買い各地を放浪・転戦することとなります。その後父忠重と和解、刈
谷城3万石の城主として新たなスタートを切り、関ヶ原の戦いでは西軍の拠点でもあった大垣城を
攻め落とし、また大坂の陣でも徳川譜代の大名として数々の武功を挙げることとなります。それら
の功あって元和元年(1615)大和郡山藩6万石の領主として入封、その後元和5年(1619)に西国鎮衛の
任を帯び備後福山藩10万石の領主となり、福山城を築城するとともに城下町を整備していきます。
ここより福山藩の歴史は始まるのです。そして寛永15年(1638)には二代勝俊・三代勝貞と共に島原
の乱に出陣するなど晩年まで譜代大名として活躍し続けました。
　この度の展覧会では市制100周年と開館50周年を記念し甲冑・書状・絵図などから福山開祖であ
る水野勝成の軌跡と天下人を含めた関係者、更に私たちの住む福山の始まりを紹介します。

革包茶糸威二枚胴具足 県重文 福山・賢忠寺蔵

織田信長朱印状 個人蔵（茨城県立歴史館保管）
（11月1日～11月7日までの展示・それ以外の期間は写真パネル）

写形大黒頭巾形兜 静岡・久能山東照宮博物館蔵

従五位下藤原勝成任日向守口宣案
個人蔵(茨城県立歴史館保管)

寛永十五年肥前 嶋原陣之図 慶應義塾図書館蔵
（9月17日～10月10日までの展示・残りの期間は写真パネル）

関ヶ原合戦図屏風 鳥取・渡辺美術館蔵

と　き／ 9月18日(日)13時30分～15時
ところ／ 広島県立歴史博物館講堂
 (ふくやま草戸千軒ミュージアム)
講　師／ 水野家20代当主　水野勝之

おちあいひでくに

と　き／ 10月2日(日)13時30分～15時
ところ／ 広島県立歴史博物館講堂
 (ふくやま草戸千軒ミュージアム)
講　師／ 久能山東照宮宮司　落合偉洲

知られざる水野勝成像 徳川家康公と久能山東照宮

 記念講演会 〈無料〉

 9月 25日(日)
 10月 9日(日)
 10月 16日(日)

学芸員による
ギャラリートーク

※ただし別途要入館料

各回
13時30分～）

参加費無料
み ず  の  か つ ゆ き


